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 【シリーズ：教育現場における健康管理】 

6. 東武医学技術専門学校における学生管理と指導
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は じ め に 

 東武医学技術専門学校(以下、本校)は、1970

年に埼玉県岩槻市(現：さいたま市岩槻区)郊外に

校舎を設立し、1971 年に厚生大臣(現：厚生労働

大臣)の認可により開校した(学校番号 009、1 学

年 40 名定員、修業年限 3 年)。1975 年に学則一

部を変更し、1 学年 80 名定員とし、現在では学

生総定員 240 名(臨床検査科単科)の小規模な学校

である。本校の特徴は、小規模の利点を生かし、

どの教職員も、全員の学生の顔を覚えていて、ど

んな学生かを知っている点にある。大規模な学校

ではないので、健康管理やメンタルチェックを分

業化し、健康相談室や保健センター等を設けてい

るのではなく、担任制をとることで、毎日の学生

の様子から、授業出席状況や、健康状態、メンタ

ル状態の確認を行っている。すなわち、教職員全

員が、学生の学習状況や日常生活、心の問題を含

めた健康管理に関して木目細かい気配りを行うこ

とで、一人一人の学生をみているところが本校の

特徴である。本総説シリーズのタイトルは「教育

現場における健康管理」であるが、本稿では、学

生の健康管理も含め、本校の教職員が、学生一人

一人に対してどのように関わっているのか紹介し、

東武医学技術専門学校における包括的な学生管理

と指導の概要を紹介したい。 

I．新入生研修旅行 

 入学式後の授業開始前に、学友間の親睦を深め

ることや鋭気の高揚を目的として、一泊二日の新

入生研修旅行を実施している。第 1 日目には病院

の臨床検査室を中心に見学を行い、臨床検査技師

として働く将来像をイメージしてもらうことで目

的意識の向上を目指している。ホテルに戻ってか

らの研修では、日本臨床衛生検査技師会や臨床検

査学教育でご活躍されている方をお呼びして、臨

床検査の重要性や社会人としての心構え等の内容

でご講演していただいている。第 2 日目には体育

館を借りて保健体育実習(写真)を行い、学生間で

チームを組み、小球技大会を実施している。最初

は戸惑いがあった各チームも、お互いに声をかけ

ながら、連携をとるようになり、段々と大きな声

が出てくるのは、見ていても楽しいものである。

 この新入生研修旅行は、常勤の教員、全員が参

加し、バス内でのお互いの自己紹介から、食事を

共にし、球技大会での学生の様子を伺うことで、

早くからそれぞれの学生の性格や特徴をつかむよ

うにしている。また、研修旅行終了後、感想文を 
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写真 新入生研修旅行の保健体育実習 (平成 26 年 4 月 鴨川市文化体育館にて) 

 

書かせることで、一人一人の学生がどんなことを

感じたのか各教員が確認を行っている。 

II．朝のショートホームルーム 

 本校は、各学年 40 人の 2 クラスに分かれてい

るため、最近でも 2 名の担任をおき、担任を中心

に学生指導にあたっている。学則により授業開始

を 9 時 10 分、授業終了を 16 時 30 分としている

が、昨年度より朝の集合時間を 9 時とし、授業開

始までの 10 分間を担任によるショートホームル

ームの時間に充てている。事務的な連絡等を主に

行っているが、実質的な目的は出席確認であり、

連絡なく欠席が認められれば学生本人へ連絡し、

理由を確認するようにしている。また、連絡がつ

かない場合は保護者への連絡も行うようにしてい

る。ショートホームルーム実施前に比べて、新入

生の前期の比較であるが、前期の総授業時限数

350 時限中 1 人あたり 6～9 時限程度あった欠席

が、昨年度では 3.6 時限程度に減り、本人や保護

者への連絡を徹底させた今年度では 0.7 時限程度

に減らすまでとなっている。 

 また、ショートホームルームによる出席管理か

ら、学生の健康管理を行うことができ、病気の学

生を早期に認識し、周りへの対応や対策の指導を

行うことで、広がりを防ぐことが可能となってい

る。 

III．学生生活実態調査アンケート 

 以前は、原則としてアルバイトを禁止していた

が、現在では、本校の約半数弱の学生が奨学金の

貸与を受けており、家庭での経済状況を踏まえ、

学業に支障のない程度でのアルバイトを認めてい

る。学生が、本当にアルバイトが必要な状態なの

か、どれくらいの内容のアルバイトを行っている

のか確認を行うため、学生生活実態調査アンケー

ト(表 1)を実施している。アルバイトにより学業

に支障をきたし、留年や休退学につながってしま

うことにならないよう、成績を確認しながら、個

別面談を通して学生指導を行っている。成績不良

の学生には、保護者との面談を通して、アルバイ

ト時間の縮小や一次中断等を促し、勉学に集中で

きる時間を確保できるよう家庭からの協力も仰ぐ

ようにしている。 
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IV．個別面談および保護者連絡会の実施 

 前期で成績不良となってしまった学生の進級率

が低いため、前期の内に対策がたてられるよう自

宅での勉強時間や、苦手な科目等を確認し、早く

から放課後補習や個別指導を行うようにしている。

担任だけでなく、各科目の教員が残って学習指導

を行うため、授業時間後、残って勉強していく学

生が多くなっている。また、学生に家庭学習して

もらうためには、保護者の協力がなくては難しい

部分もあるため、保護者連絡会を各学年で実施し

ている。保護者連絡会では、普段の学生の様子を

知ってもらうための授業参観、学校の行事や学則

等の説明を行う全体連絡会等を行っている。保護

者から、学校での子供の勉強の様子が伺え、また、

どんな理由で学校の教育や行事が行われているの

か聞くことができるので良かったとの意見もいた

だいている。 

V．感染症関連記録および 

   インフルエンザワクチン接種 

 第 3 学年で行う臨地実習では、受け入れに際し、 

麻疹・風疹・流行性耳下腺炎・水痘・B 型肝炎の

抗体価やツベルクリン反応について記した感染症

関連記録(表 2)の送付が必要な実習施設もあるた

め、第 1 学年のうちに感染症関連記録を保護者に

送付し、罹患歴やワクチン接種歴について記入し

ていただいている。第 1 学年の 9 月には 3 年生が

案内して行う臨地実習見学会があるため、その前

までに、麻疹・風疹・流行性耳下腺炎・水痘につ

いて抗体価を調べることとしている。陰性が認め

られた学生には、1 年生のうちにワクチン接種を

行うよう指導を行っている。そして、第 2 学年で

は、全学生を対象に B 型肝炎ワクチン接種を行

っており、臨地実習前に B 型肝炎の抗体価とツ

ベルクリン反応の確認を行っている。 

 また、感染症に関して以前、定期試験中のイン

フルエンザ感染により多くの学生が追試験となっ

てしまい、その後の日程に影響を与えてしまった

ことがある。そのため、現在では 11 月頃に全学

生に対して学内でインフルエンザワクチン接種の

実施を行っている。全学生に対してインフルエン

ザワクチン接種を行ってから、ショートホームル

ームでの健康管理もあり、学内でインフルエンザ

が大きく流行することはなくなっている。 

VI．学生のメンタルチェック 

 学生のメンタルチェックは、ショートホームル

ームでの学生の様子や、個別面談により確認を行

っている。やる気がなくなってしまう学生の多く

は、欠席や遅刻から始まることが多いので、疾病

以外の理由で欠席が多くなってきている学生には

個別面談を実施して、悩み等を確認するようにし

ている。学校側だけでは対応が難しい場合には、

必要に応じて、保護者と相談することも行ってい

る。 

 第 3 学年の臨地実習中については、土曜日を本

校への登校日とし、朝のショートホームルーム以

外に、臨地実習先ごとに担当教員をおき、放課後、

必ず個別面談を行うことで、学生の様子を確認し

ている。臨地実習ノートと勉強で使用しているノ

ートをチェックし、個別面談を通して、勉強面だ

けでなく、メンタル的な部分についても各教員で

みるようにしている。臨地実習先で、人間関係や

勉強に悩んでいる学生が、まだ余裕がある状態な

のか、それとも余裕がなく、すぐに対処しなけれ

ばならない状態なのか、面談だけで足りなければ、

周りの学生から情報を得ながら、指導を行ってい

る。すぐに対処しなければならない状態ならば、

臨地実習先の指導者の方や担当者の方と連絡を取

り、連携しながら、指導を行うようにしている。 

VII．就職支援および就職指導 

 現在、本校ではキャリア支援室を設け、就職に

関する書類の書き方や面接の指導等を行っている。

しかし、就職指導におけるキャリア教育は、第 3

学年だけで成立するものではないので、学年ごと

に連携をとり、全教職員が関わりながら、学生の

指導や教育を行っている。例えば、第 1 学年では

基礎科目の授業や特別講義等を通して基礎的な自

己表現の仕方やアピールの仕方を学び、また新入

生研修旅行や臨地実習見学会を通して臨床検査業 
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表 2 感染症関連記録 

 
 
務の実際を学ぶようにしている。第 2 学年では臨

床科目の実習を通して接遇を学び、また臨地実習

選択のための自己 PR 文提出や臨地実習のための

履歴書記入から就職における自己表現の仕方やア

ピールの仕方を学ぶようにしている。第 3 学年で

は臨地実習や就職説明会を通して、就職先の情報

や就職活動の実際を学ぶようにしている。 

 現在、進路相談から就職や進学まで、担任とキ

ャリア支援室が連携しながら行っており、就職希

望の学生について、最終的に 100 % の就職率を得

ているが、必ずしも希望の就職先に就職できてい

るわけではないので、学生の適性や能力を踏まえ、

できる限り学生が希望する就職先に就職できるこ

とを目指し、就職支援並びに就職指導を行いたい

と考えている。 

VIII．その他の学校行事 

 本校では、勉学だけでなく、人間形成のため、

全学生で参加する多くの行事を設定している。通

常の球技大会や学園祭以外に、卒業生も参加する 
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バーベキュー大会や、卒業する 3 年生を送りだす

鍋パーティなども行っている。学年ごとに行って

いる行事もあり、第 1 学年では前述の新入生研修

旅行や臨地実習見学会以外に公衆衛生学実習や寄

生虫検査学実習での見学会を実施し、第 2 学年で

は海外研修旅行や埼玉県医学検査学会の参加を行

い、第 3 学年では臨地実習以外に関甲信支部医学

検査学会の参加を行っている。また、文化系同好

会活動を通し、学術研究発表会を行い、クラブ活

動を通し、フットサルやテニス、ソフトボール等 

を行っている。 

 それぞれの行事や活動には教職員が関わり、お

互いに協力しながら、信頼関係を構築するよう行

っている。 

IX．ま と め 

 最初に示したように、本校は大規模な学校では

ないので、完全に分業化されてはいない。しかし、

これを欠点とするのではなく、全教職員が協力す

ることで、利点とするようにしている。本校は組

織的に教務部と事務部が分かれているが、売店や

事務窓口での学生の様子から、事務部より学生に

関して、有用な情報を得ることもある。まだまだ

完全ではないが、全教職員が学生一人一人と関わ

り、学生一人一人と信頼関係を構築することで、

現在の進級率や卒業率を更に向上させ、最終的に

は入学した学生全員を卒業、国家試験合格、就職

や進学まで導くことができるのではないかと考え

ている。 
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